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1.はじめに
"これまでに出会った統合失調症患者とはどこ
か違う"と違和感を感じながらの面接であった。
その中で、描画を通して内界の深い領域で関わる
ことができ、Th.も救われることになった。特に、
これまでは心理査定の道具として行っていた風景
構成法を、やり取りの一つの方法としてプロセス
の中で機能させることができたことが、クライエ
ントの深い領域へ続く扉を開けるきっかけになっ
た。このクライエントとの出会いで、初心のTh.
には相当のダメージと深い体験との両方を経験す
ることができた。ともに歩んだ5ヶ月を振り返る。
2.事例の概要
クライエント:Aさん 30歳 専業主婦
家族構成 :夫、長男 (Bくん4歳)
同居家族 :母方祖父、両親 (姉と兄は独立)
現病歴 :大学生の時に、抑うつ状態との診断で精
神科に通院するが、薬を飲むとすぐによくなるの
で継続しなかったという。X-7年、大学卒業と同
時に結婚し、X-4年に男児を出産、X-3年にC市
に新居を構える。X-3年より再び精神科に通院す
るようになり、子育てが負担になっているため子
供と離れた方が良いとのアドバイスを受け、日中
はBくんを夫の実家 (C市)に預ける。X-2年12
月、Aさ んのみ他県にあるAさ んの実家に戻る。
X-1年1月～X年 8月の間に精神病院に6回の入退
院を繰 り返す。入院5回目までの診断は抑 うつ状
態で、6回目は統合失調症疑いとなる。6回の入退
院を繰り返すも良 くならない、主治医と合わない
との理由で、X年 8月よりTh.の勤務する精神病
院に転院し、X年 10月～X+1年2月に統合失調症
の診断で医療保護入院となる。医療保護入院となっ
たのは、「自分は死ななければいけない」「誰かを
殺さなければならない」等と言うので家で見てい
られないと家族が入院を希望 したが、Aさ んは
拒否 したためである。
3.面接過程
面接までの経緯 :入院1週間後に主治医から心理
検査を依頼された。病棟内には面接室等の検査が
できる部屋はなく、検査は外来の診察室で行わな
ければならない。医療保護入院のため、病棟の外
に出られる状態かどうか判断するため会いに行 く
と、Aさ んはさまざまな思いを一気に話 して く
れ、検査はまだ無理な状態と判断した。数日後に
再び様子を見に行 くが前回と同じ様子であり、検
査は無理と判断 した。翌週、再度様子を見に行っ
たときの様子が印象的で、面接を開始することに
なる。
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面接構造 :相部屋であるAさんの病室でベッド
に2人並んで座った状態で行った。1週間に2回の
間隔で始めたが、後半は外泊のため1週間に1回
となった。
以下に面接過程を示す。「」はAさん、<>
はTh.の言葉とする。
#l X年10月18日
検査ができるか様子を見に行く (この日で3度
目となる)。椅子に座ったまま足踏みをするよう
な感じで落ち着かない。
「薬が効いている気がしないとか本当は子供が
嫌いということを、診察で正直に話すと、一生入
院しなければならなくなるから本当のことは言え
ない。退院しないと借金 (家のローン)がかさん
で破産 してしまう」「子供はきっと中学生になっ
て、問題を起こして、私はPTAから呼び出され
るんだ。子供なんて欲しくなかった」と、これま
でと変わらない様子である。「私は一生ここにい
なければいけないんだ。一生って長い、長すぎる」
というAさんに対し、Th。が<一生は長い。子供
の一生も長い。4歳の子供の中学生なんて10年も
先の話。随分先のことだとは思えないかな?>と
尋ねるが、「先のことだけど、これはセットになっ
ているんです !」と耳をかさない。この後、立ち
上がっては座る、という動作を何度か繰り返 し
「子供のことを思い出すだけでこんなにも混乱 し
てしまう」と苦しそうに言う。<正直に話してあ
う薬を出してもらって、落ち着かない感じを解消
しましょう。そして残りの1つのセットになって
いることについて一緒に考えていきませんか?>
と提案すると、考えている様子で返事はなく、代
わりに、Th.の手を握りしめ抱きつき 「お母さん、
助けて、お母さん。そうだ、PTAも全部、お母
さんに代わりに行ってもらえばいいんだ。そうだ」
と答える。
こういったやり取りの中で、Th.は正式に面接
を行う覚悟を決め、主治医の許可を得て面接を開
始する。また、この様子では検査も無理ではない
かと思い、面接を行いつつ、検査のできる日を待
つことにする。
#2 X年10月21日
「ここにいるのが嫌で退院や子供のことを話す
と、薬が増えて、ずっと入院していなければいけ
なくなる。ずっと入院していようか。お母さんに
面倒を見てらって、お母さんが死んだらお兄ちゃ
んに見てもらう。ずっとたかってやるぅ」「実家
のお母さんがC市に来るのが一番良いと思う。
でも、それだと、お父さんもお祖父ちゃんもいる
から、私、みんなを巻き込んでいる」と葛藤を語
る。
「義理のお母さんやお姉さん、私の本物のお母
さんとかは、病気が治ったらまたできるようにな
るよって言う。病気が治ったらってなにそれ」と
言い、病気のためにうまくいかないのではなく、
育児のあるC市での生活がうまくいかないのだ
というAさんの思いを確認する。
「子供、因縁があるんです」と、子供の誕生日
は"満月の反対の月のない日"というようなことを
言う。Th.は、大きな力で守られているから大丈
夫だと確信し、また、Aさん自身も同じように
思っていると感じ、<神秘的なものを感じます。
私達には見えない、何か不思議な力でつながって
いると思います>と伝えるが 「つながっている。
因縁だ。離れることはできないんだ」とうつむい
て暗く言う。
#3～#5は、薬のためぼんやりしており、面
接時間を20～30分といつもより短くする。
#3 X年10月25日
「Bはおばあちゃんの四十九日の日がリリロ日だっ
た」と、祖母の四十九日の様子を話す。Th.には、
Aさんが‖おばあちゃんは死んでしまったけど、
代わりに子供が側にいるよと神様が遣わせてくれ
た"と言っているように感じられた。
#4 記録なし
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#5 X年11月1日
病室での人間関係を説明し、似た体験をした中
学 ・高校時代を思い出す。Bくんも同じ道を辿る
に違いないと心配している様子。
#6 X年11月5日
「車の運転ができない」 というAさんに、
<誰だって最初は上手く運転できないと思う>と
伝えると、「私はいつも極端に思い込んで、だめ
だって思ってしまうんです」と言い、これまで堅
く閉ざされていたAさんの扉が少し開いたよう
な感じがした。また、「私が働くことで、お金で、
Bを育てられないのを許してもらおうと思う。そ
して、誰か他のいい人に育ててもらえばいいと思
う。離婚はできない」「前はすぐに死にたいって
思っていたけど、今は、どうやって生きていくか
を考えるようになった。どうやって働いていこう
かと思うようになった」と前向きな言葉が聞かれ、
これまでの面接の手ごたえを感じた。
また、落ち着いて面接ができるようになってき
たこともあり、Th.は、検査の日程を考え始めた。
#7 X年11月8日
「この前お母さんが面会に来て、『もうC市の
ことは忘れてしまいなさい。腹をくくりなさい。
仕事も何もしなくていい』と言われました。私ど
うしたらいい?」「死んでしまいたい。でも、自
殺は皆に迷惑をかけるし、良くないことだからし
ない。自然死がいい。癌になる。定期検診も受け
ない」と駄々っ子のように言う。他にも、「C市
の家にBと2人でいると、Bを殺しそうになる。
帰ったらまた鬼になってしまう。Bはもう恐がっ
て、私に近付こうとしない。だから、離れないと
いけないんだ。Bは絶対にヤクザになる。だから、
そうならないように、殺してしまえばいいって思っ
てしまう」と、前回と印象が大きく変わっている。
そのことについて尋ねると、「お母さんに忘れな
さいとか言われて、わからなくなった」と言い<
自分でいいこと考えていたのに、お母さんの言う
通りにしなければいけない?>には 「うん」と答
える。
Th.は迷ったが、これ以上待てないとも思い、
明日心理検査を受けて欲 しいことを伝えて面接を
終える。
#8 X年11月9日
外来の診察室で MMPIを行 う。終了後 「もっ
と私のことを知って欲 しい !」と言い、20分の面
接となる。
「3年間、不妊治療を受けていた。誰にも話 し
ていない」とそれまでに聞いたことのない悲鳴の
ような大きな声で叫ぶ。Th。は母親にも話 してい
ないのだろうと思う。この告白により、これまで
語 られた、Aさ んのBくんへの思いが浮き彫 り
になる。Aさ んのこれまでの語りが、Th.に了解
できるようになる。
しかし、この日の面接終了後、Th.はAさんに
付き合っていけるのだろうか、さらに苦 しみを増
し、状態を悪化させてしまうのではないか、この
告白はなぜ Th.になされ、このタイミングだった
のかを考え、Th.自身が混乱 した状態となってし
まう。翌日よりlヶ月、Th.は病気で休職する。
Th.の体職について病棟内の患者には伝えられ
ておらず、Aさ んは lヶ月の空白について 「検
査の結果が悪かったから、来てくれないのかと思っ
た」と言う。これに対 しTh.は<Aさんとは関係
のないところで、私の個人的な問題で来られなかっ
た>と伝えている。後日、MMPIのフィー ドバッ
クを行 う。Th.の伝える結果に、少 し驚いたよう
な表情を見せるが、黙々とただ聞いているだけと
いうAさんの反応が印象的であった。
MMPIの結果 :妥当性尺度の結果からは、混
乱が強く、援助を求める気持ちがかなり強く表れ
ている。臨床尺度のプロフィールは、ほとんどの
尺度が正常範囲を超える高い値を示 している。
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#10 X年12月24日
母親が面会に来ている。「一度 Th。と話をして
みたかった」 と言 う母親を断ることができず、3
人で面接をすることになる。母親の話を聞き、A
さんの中では、Bくんは一緒に生活 していた2歳
のままで止まっていることに初めて気付 く。
MMPIの結果もあり、Th.は、これまでのよう
にAさ んが語る世界に浸かるよりも、 日の前の
事実を確認 し、現実的な対応を考えていくような
面接へと方針を変更することにした。その結果、
#11(X年12月27日)と #12(X+1年1月4日)
では、他患のカウンセリングをしてあげて欲 しい
と面接を切り上げるようになる。面接の方針を変
えたためと判断 し、 しばらくの間、面接を中断 し
て再開できる時を待つことにした。この間、 2泊
3日の外泊に2度出掛けている。
#13 X+1年月17日
昨日、外泊から戻ってきていた。いつ面接が再
開できるかと様子を窺っていたが、この日は 「ど
うぞ」とTh.に座るよう勧めてくれる。久 しぶり
に以前のような雰囲気に包まれる面接となった。
「外泊では小学生に戻ったみたいな豊かな生活
でした。そして、私の帰る場所はこの家だって思
いました。だから、ここに戻ってからは、また地
獄だ。早 く退院 したいけど、そしたら、C市に戻
らないといけない。私一人で家事とかできない。
だから、お母さんと一緒にやりたい」と穏やかな
様子で面接は始まるが、やはり辛 く重苦 しくなっ
てしまう。言葉で語ることの限界を感 じ、次の面
接では言葉ではなく絵を用いることを思う。
#14 X+1年月21日
Aさ んの状態を把握することも考え、風景構
成法を描いてもらう (図1)。「理想の風景です」
と。
風景構成法 :自分の生まれ故郷の風景で 6月の
早朝。遠 くに立山が見える。真ん中に田に水をや
るための用水路があり、その両脇に田植えが終わっ
たばかりの田が広がる。その隣に道路があり、田
と道路との境には"石ころ"がある。道路の脇には
家々が並び、山がある。左側に並ぶ3つの家のう
ち中央が生家で、左は本当はC市にある家であ
る。AさんはC市の家の2階で寝ておリゴミ出
しをしなければと思っているところ。人物は2人
で、 2人ともAさんの母親。田には白い鳥が遊
びに来ている。Aさんは白い色が好きで、鳥が
遊びに来てくれるとうれしいと思うと。右側の道
路には車が走っている。
川の先端を閉じた形で描き始めるが、風景の中
にうまくまとめていることと、2人の母親、白い
鳥が印象に残る。構成にまとまりがあること、生
まれ故郷の風景であること、色使いなど、Th.は
ホッとする。このまま面接を進めていく自信がう
まれる。風景構成法の後、葛藤があると話し、
「帰ります」と。Th.には、C市に帰る決意のよ
うに聞こえる。「絵を描いて楽しかった」と言う
Aさんの表情は少し緩んで見える。
図 1 風景構成法
#15 X+1年月25日
同室患者のベッド移動があった。病室ではかな
り落ち着かない感じになり、話しにくそうなので、
デイルームに移動する。デイルームでは落ち着き
を取り戻 し、移動 してきた向かいのベッドの患者
を見ているとBくんを思い出してしまい、落ち
着かなくなるのだと教えてくれる。これでは 「外
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泊もうまくいくようになったのに、また外に出ら
れなくなってしまう。だから、診察の時、何も考
えなくなりましたとか、落ち着いていられますと
言う」のだと。<少しの間だけでもそういうフリ
ができるのはいいことだと思う。少し余裕が出て
きたんじゃないかな>と伝える。
「手相を読める」のだと、Aさんは自分の手
相について説明してくれる。手相を見ながら考え
た後に、「もしかしたら、しばらく離れ離れでも、
Bが高校生とかになったら、 3人で一緒に住める
ようになるのかなって思う」と。希望をもてた。
列け自 (27白3日)
#16 X+1年1月28日
外泊から帰ってきた所にTh。が声をかける。
「何にもしなかったら、いろんなことを考えてし
まうから、写経をしようと思いました。浄土真宗
はただ神様に祈れば救ってくれるから、祈ろう、
助けてもらおうと思って」と言うAさんはこれ
までよりもいくらか穏やかな様子に見える。しか
し、「子供は育てていけないけど・・・。このま
までいると、またBを殺めようとしてしまう。B
がかわいそう。側にいてやりたい。でも、私なん
かが側にいると・00」と苦しそうでもある。
#17X+1年1月31日
「退院したら、しばらくお母さんのところで様
子をみる。少しずつ慣らしていって、それで、B
が小学校にあがるころまでにC市に帰ることを
考える。そう思っている」と言うものの、「お母
さんに、婚家のお墓に入りたくない、実家のお墓
に入りたいって言ったら、覚悟はできているって。
・00。でも、そんなことしたら、旦那さん一人
に全部押し付けてしまうことになる。いけないと
思う。Bもかわいそう。旦男Бさんは悪くない。悪
いのは全部私」と苦しそう。話しているときは座っ
ているが、面接の後半では、話をするよりも立ち
上がって駆け足のような足踏みをし、息を切らし
ている。「Bのことを考えると、パニックになっ
てしまう」「こんなところを主治医に見 られたら、
外泊も退院もダメだって言われる」と叫びを押 し
殺 した、絞 りだしたような小さな声で言う。Th.
はどうすることもできず、持っていた描画の道具
を出して勧める。そこで描かれたのが自由画 1で
ある。
自由画 1:赤のクレパスを飛びつくように手に
取り、一気に画用紙全体を塗っていく。その上を、
緑のクレパスでいくらか丁寧に塗りつぶしていく。
最後に小さな声で 「鎮火」と呟く。息を切らしな
がら作品をじっと見つめている。Th.は声をかけ
ることができない。
#18X+1年2月1日
#17での自由画が気になり、翌日であったが様
子を見に行 く。デイルームで窓の外を眺めている
ところに声をかけ、2人で並んで外を見ながら話
す。「昨日、わ一って出したからか、スッキリし
ました。今日は落ち着いています。グラグラして
いたのが、固まった感 じがします」と柔らかい表
情で話す。また、「離婚 しようかと思います」 と
引き締まった表情である。20分程度の短い面接で、
初めて雑談ができる。
2度の外泊 (2泊3日と3泊4日)を順調にこ
なしていく。その間の面接#19(X+1年2月7日)
は、非常に穏やかで 「暖か くなったらC市に帰
ろうと思う」と話 している。退院が近付いている
ように感 じられた。
#20 X+1年2月14日
Th.の顔を見ると泣きそうな表情を見せる。話
しにくそうな感 じであったため、デイルァムヘ移
動する。「今月の終わりごろに退院できると言わ
れた」と切羽詰ったような暗い表情で話す。「退
院 したら何 しよう。何をしたらいいんだろう。私
にできることは、毎日図書館に行って、本の虫に
なることだ。C市に戻ってせんなんことがいっぱ
いある。でもできない」と、退院が決まりつつあ
ることで、不安が強くなる。その後、デイルーム
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を使用するとのアナウンスが流れ、ナースセンター
ヘ移動する。ほとんど2人きりのような状況であ
り、いつもより大きな声で叫ぶような感 じで次ぎ
のようなやり取りをする。
「悪いことばかりだ。」<ついつい、悪い方に
考えてしまうのかな?>「悪い方に考えるんじゃ
ない !」<現実は悪いことばかり、悪いことしか
待っていないのね。>「現実は悪いことばかり。」
<これまでは、とにかく退院 したいって思って、
隠して頑張ってきた。一つ叶ったじゃない。これ
からは、退院 してからのことを考えよう。>「で
も、そんなことをしたって、現実は変えられない !」
<家で過ごす時間は、ただ、C市に帰るのを延ば
すだけのように思うんだね。>「そう。ただ、延
ばすだけで、何も変わらない」「・・・」「赤を塗っ
て、緑を塗る。赤赤赤赤赤、緑緑緑緑緑 ・00」
とクレパスで色を塗る真似をする。Th。が描画の
道具を出して勧めると、図 2のような自由画 2を
描 く。
自由画 2(図2):黒で笑顔を描 く。その笑顔
を、大きな朱色の丸で塗りつぶし、その丸をさら
に赤で塗りつぶす。赤の上を今度は深緑で塗りつ
ぶす。すると、大きな黒くなった丸が出来上がる。
「どうしたら白くなりますか !色を重ねたら黒に
しかならないんです !」と叫ぶ。(Th。はAさん
の側にいることしかできない。)黒 くなった丸を
しばらくじっと見つめる。赤で黒い丸の周 りを
「なもあみだぶつ」 という文字で囲み、文字 も同
じ赤でぐるぐると塗 りつぶす。(ここでなぜか T
h.はひまわりの花に見え、これならうまくいくと
確信する。)しばらく眺めた後、爪で黒い部分の
クレパスを削り取っていく。最初に描いた笑顔が
ぼんやりと浮かび上がる。画用紙を胸に抱きじめ
涙を流 し 「どんな貧乏でも生きていかなければ」
と言う。これまで少女のようにしか見えなかった
Aさんが初めて母親に見える。色鉛筆を取 り、
右上と左上の空いたスペースにいろいろな色 ・大
きさの丸を描きこんでゆく。描きながら 「世の中
にはいろんな色があるのに、私には赤と緑 しかな
いんです」と言う。出来上がった作品をじっと見
っめ、「もう見たくない」 とTh.の前に置 く。大
きな仕事をし終えたかのような、精魂果てた表情
であるが、病室に戻る姿は、背筋が伸びて、少 し
体が大きくなったように見えたのが印象的であっ
た。
#21 X+1年2月15日
#20での自由画が気になり、翌日様子を見に行
く。「昨日からずっとこんな感じで落ち着かなく
て、体が震えている。もう死んでしまいたい。消
えてしまいたい。お母さんが死んだら私どうしよ
う、どうしたらいい?って聞いたら、お母さんは
『もうあんたなんかかまっとられん !こっちまで
おかしくなってしまう!』って。お母さんに私を
殺してって言ったら、『そんなことしたらお母さ
んどうなると思う!』って言われた」「私、教育
学部に行ったのは、小学校の先生になりたかった
からじゃなくて、イヽ学生に戻りたかったから」と、
終始苦しそう。Th.は、声も出せず、ただ隣に座っ
ていることしかできない、最も苦しい面接となっ
た。
#22 X+1年2月18日
「もう嫌になった。Bを殺して、私も死にたい。
私がこんなおゝうになっていること、Ns.に見られ
て知られている。退院できなくなってしまう。20
日から外7自です。外泊に行ったら、もう戻らない」
と立ち上がって駆け足のような足踏みをして息を
図 2 自由画 2
育児を機に残 してきた問題と向き合う女性との関わり
切らしている。
あくびを何度かするので横になるかと尋ねると、
布団の中に入る。布団の中でも、体がガクガクと
動いている。「誰かにすがりたい」とTh.の手を
取るので握り返し、<もう少しで外泊だからね。
もう少しで帰れるよ。>と伝える。「ずっとここ
にいて下さい。行かないで下さい」と言うAさ
んに<ここからいなくなっても、私は消えたりし
ないから。姿は見えなくなっても、ちゃんといる
から。外泊から戻ってきたらまた会いましょう>
と伝えて別れる。外泊は3泊4日から1週間へと
延長され、帰院した足でそのまま退院となり、T
h。との面接はこれが最後となる。
その後
約 lヶ月後に外来の待合室で会い、Th.から声
をかける。入院中はぼやけて見えていたAさん
の顔がはっきり見えるようになった。すっきりと
した印象も受ける。
半年程経った頃に、事例発表の了解を得るため
連絡したところ、C市で生活していることを報告
してくれる。しかし、「人間は、自ら生きるので
はなく生かされるのだというが ・・・」と辛そう
な様子も窺えた。
4.考察
Aさんとの出会いは、主治医からの心理検査
(MMPI)の依頼がきっかけである。いつものよ
うに、まずは、カルテと看護者からの情報収集を
行い、それから直接患者と会って検査の日程など
の相談をしてから施行するつもりであった。しか
し、Aさんはそのような流れに沿って会ってい
くことができなかった。ここでは、面接の方針や
流れを左右した、統合失調症という診断、MMP
I、描画 (風景構成法 ・自由画)に分けて考察す
る。
(1)診断をめぐって
病棟担当者であるTh.は、最初、外来でのA
さんの様子を知ることができなかった。それは、
入院中の主治医は外来の担当とは別の精神科医で
あったことや、院内システム上の問題であった。
わかっていたことは、「統合失調症」で 「医療保
護入院」であること、「幻聴」があったことのみ
であった。こういった"急性期の患者"に検査など
できるのかと、疑間を持ちながらの初顔合わせで
あったが、それまでにTh.が出会ってきた統合失
調症患者とは異なる印象を受けた。理由の一つは、
面接中のAさんの語りにズレはなく、また、A
さんの混乱の理由はTh.にとって了解可能な範疇
で、一貫して自立と子育てがテーマとして感じら
れたことである。もう一つは、入院中、統合失調
症の診断基準に当てはまる症状がみられなかった
ことにある。統合失調症の重要な症状である妄想
は、一次妄想 (真性妄想)であり、これは、妄想
の起こり方がりЁヽ理的に了解不能なものをいう (榎
戸1998、倉知1998)。「破産してしまう」(#1)
や 「子供がヤクザになる」(#2)というAさん
語りを妄想ととらえるならば、二次妄想 (妄想様
観念)に分類されると考えられる。二次妄想 (妄
想様観念)とは、「反応的に生じた了解可能な気
分やあるいは葛藤状況から導きだされうる妄想類
似の反応」(笠原 0藤縄1978)である。Aさんの
「破産」や 「やくざ」などの語りは、誤謬からく
る罪業感や将来の不安が関係していたと思われ、
Th.には了解可能であった。面接を重ねるに伴い、
Aさんは将来を心配してはいるものの、「破産」
や 「ヤクザ」などの問題として語ることはなくなっ
た。
しかし、処方されていた薬は相当量のものであ
る。それでもなお葛藤を語っていたAさんは、
やはり、精神病圏の病態水準にあったと思われる。
Th。自身の病気について、経過中は 「Aさんとは
関係のないところで、私の個人的な問題で来られ
なかった」と思っていた。しかし、意味のある偶
然として関連づけることも可能である。 3年間の
不妊治療を経てやっと授かった子どもとの間で、
Aさんは精神病レベルの混乱を呈し、Th.は身体
レベルの混舌Lを呈したのだ、と。
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(2)MMPIのタイミングについて
本来なら、心理査定を基に面接を進めるもので
ある (名島2000)。しかし、本事例では面接の開
始が先となり、Th.の中で治療者と検査者の役割
を統合できていなかった。そのため、面接の流れ
からは不自然なタイミングでMMPIが施行され
ている。終了後の 「もっと私のことを知って欲し
い !」(#8)と言うAさんからも、適切なタイ
ミングではなかったことが推察される。Aさん
の“告白"は、MMPIにより面接の流れが一時的
に中断されたことによると考えられる。しかし、
実際に、Th.の休職で面接は中断することになる。
再開後の#10～#12では、Th.は「Aさんも大
事だが自分自身も大事だ」と感じ、それが、真剣
に聴くことをやめてしまったことにつながった。
この頃の面接は、時間は同じであるのに、面接記
録がほとんど残っていない。そんな面接ならと言
わんばかりに、Aさん自身が面接を拒否してく
れたとも考えられる。
(3)描画の機能について
再度の中断を経て再開になるが、Th.は言葉で
語ることの限界を感じ、描画の導入となる。#14
の風景構成法で、AさんもTh.も共に癒され、言
語以前の段階で共感することができた。「理想の
風景」を内的イメージとして持ち続けられるよう
になることが、Th.の中のぼんやりとした目標と
なった。 2人いる母親は、良い母親と悪い母親で
もあり、母親とTh.の像が投影されたものでもあ
ろう。Aさんにとっての母親は、良い時の母親
と悪い時の母親とに分離して語られていた。それ
ぞれの極に触れては、Aさんは 「わからなく」
(#7)なっており、特に#18以降の面接では、
外泊を通してAさんも共に振れる、ということ
を繰り返している。一方、C市の家の前にいる母
親がTh.のイメージであるとするなら、Aさんの
夫とBくんとの暮らしを、山々や木々と共に見
守る存在として置かれているように見える。これ
らの守りの中で暮らしてみようというAさんの
思いが表れているようにも考えられる。その中か
ら出てきた 「帰ります」(#14)というAさんの
言葉が、Th.にはC市へ帰る決意に聴こえた。こ
の作品に触れたことで、Th.に面接を続ける自信
が生まれ、以降、描画の道具を持って臨むように
なった。
#17と#20の自由画では、言葉にならない (言
葉になる前の)叫びが表現された。Th.の描画道
具の携帯に表れているように、表現でき、それを
守る治療関係が形成された。自由画 102はどち
らも赤の上に深緑を重ねている。自由画 1では、
すべてを焼き尽くし命をも奪う炎を、新しい生命
が芽吹く木々の緑で覆い 「鎮火」させている。T
h.には山火事のあと再生した森に見えた。実際に
は深緑であるが、緑は慰安であり永遠の生の希望
を象徴している (西川1972)。自由画2では、過
去のAさんでもありBくんでもある笑顔を、血
で染め、さらに燃やしている。次に、鎮火させる
ように土の中に埋め、成仏するようにと 「なもあ
みだぶつ」の祈りをこめる。そして再生したのは、
実は元々存在していたAさん自身であり、Bく
んの笑顔であった。この作業を終えた後のAさ
んは、Th.には紛れもない母親に見えた。また、
病室に帰ってゆくAさんの姿もいかにも一人で
立っているという、もしかしたら、自立とはこう
いうことではないかとさえ思える姿であった。角
野 (2003)は「分裂病者にとってのイニシエーショ
ンとは  ヽ・・・、自分の今の状況に対して自分な
りに納得し、自分らしく生きていく自分に大きく
変化することである」と述べている。「どんな貧
乏でも生きていかなければ」(#20)という言葉
や、Th.が感じたAさんの姿に表れているように、
この描画をめぐる一連の作業は、Aさんにとっ
てイニシエーションとなる体験であったと考えら
れる。
風景構成法は、Aさんの状態把握という査定
的な意味を持っていた。しかし、それだけではな
く、AさんとTh.にとって、描画という表現手段
と、やり取りの手段の一つということを知るきっ
かけとなった。言葉での語りだけでは葛藤や混乱
は増すばかりであったものを、描画は、言葉にす
育児を機に残してきた問題と向き合う女性との関わり
る前の段階で、葛藤を画用紙という枠の中で一つ
にまとめる手助けをした。言葉以前の段階である
ため、内界の深い領域まで降りてゆくことができ、
そこでの表現をAさんとTh。は共に体験するこ
とができた。Th。とクライエントとの間に描画と
いう回路ができ、表現したいという欲求がその回
路を伝うことで、Th.とクライエントの深い体験
の共有が可能になったと思われる。
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